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～タブレット端末で激変する業界の最新動向と66機種の全仕様～
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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 東京都中央区）は、インターネットテクノロジーを核としたあ
らゆる分野でクロスメディア事業を展開している株式会社インプレスR＆D（代
表取締役 井芹 昌信 東京都千代田区）が発行した調査資料「世界の電子ブ
ックリーダー調査報告書2011」を販売開始しました。

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=470

■■ 資料概要 ■■

アマゾン、アップル、グーグルなど米国での電子書籍の市場拡大が、国内にも
波及し電子書籍市場が注目されている。また、電子書籍や電子コンテンツを読
むための電子ブックリーダー市場も、Kindleのような専用端末だけでなく、
iPadなどのタブレット端末も登場することで、市場が大きく変化してきた。

そこで、タブレット端末の躍進による電子ブックリーダーの概況と今後の予測
とともに、端末の低価格化や撤退する企業など、激変した最新の業界動向を
徹底解説する。また、iPad、Kindle 3、nook color、Galaxy Tab/S、Galapagos、
PRS-350/650など、最新の電子ブックリーダーの解説と世界で発売されている
電子ブックリーダー66機種のスペック一覧表を掲載する。また、CES2011での
電子ブックリーダーの動向も解説する。

また、本書は、2010年1月  に発売した『世界の電子ブックリーダー調査報告書
2010』の改訂版であり、紹介する機種数は、昨年の34機種から、今年は66機種
と、約2倍の端末の仕様をまとめる。内容としては、

・2010年の端末動向と今後の予測
・電子書籍/電子コンテンツリーダーの定義と特徴
・欧州、米国、日本、韓国、中国、台湾における電子書籍市場の動向
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・電子書籍/電子コンテンツリーダーの見極め要素とスペックの読み方
・電子書籍/電子コンテンツリーダー代表機種（電子ブックリーダー、機能が充
実した汎用端末、電子ブックリーダーに近い特定用途向け端末、CES2011で発表
された端末）
・世界の電子ブック/電子コンテンツリーダーのスペック（66機種）
・フォーマットとDRM、配信の仕組み
・電子ペーパーやカラー液晶を取り巻く環境と課題の最新動向など、タブレッ
ト端末で激変する業界の最新動向を徹底解説する。

本レポートは、出版社の営業部門、経営企画部門、電子出版部門／電子書籍コ
ンテンツプロバイダー／電子ブックリーダー開発会社の営業部門、企画職、開
発部門／DRMソリューション提供企業／新聞社、通信社など、電子書籍に携わる
人にとって必須の情報を網羅している。
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■■ 資料概要 ■■

商 品 名：世界の電子ブックリーダー調査報告書2011
発 刊 日：2011年1月25日  
執 筆 者：藤原隆弘
発 行：株式会社インプレスR＆D
販 売：株式会社クロス・マーケティング
版 型：A4 / 264ページ
■CD-ROM 60,900円（税抜58,000円＋消費税2,900円）
■製本＋CD-ROM 71,400円（税抜68,000円＋消費税3,400円）
※各別途送料500円

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=470

【お申し込み方法】
上記URLよりお申し込みください。

■■ 株式会社クロス・マーケティング 会社概要 ■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号 銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■株式会社クロス・マーケティングについて■■

株式会社クロス・マーケティングは、国内130万人超の大規模モニターを軸に、
生活者の「生」の声を主にインターネットを活用して収集するマーケティング
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リサーチ会社です。
生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサ
ーチの優位性である「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視
したリサーチサービスを展開しています。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチ
に関するあらゆるサービスをトータルにサポートいたします。

■■株式会社クロス・マーケティング会社概要■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
Cross Shop 販売窓口担当

Tel：
Fax：
Mail：

※NS－Shopは、2010年10月1日  にCross Shop(http://www.cross-shop.jp/)へと
サイト名を変更いたしました。
今後とも引き続きご愛顧賜ります様、宜しくお願い申し上げます。
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